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その１ 新規アカウント作成と設定方法  
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1. 新規アカウント作成と設定 

1-1 機器ユニットホームページへ移動  

  ブラウザの検索に‟岩手大学 機器“と入力して検索をかけると出てくる。 

 

1-2 新規アカウント登録 

① HP の機器利用ページへをクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 分析機器予約システムの TOPページが開いたら、右上の新規登録をクリック 
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③ 各項目の入力と（B）の経費支払い責任者 

の入力を行い、登録をクリック 

 

 

  （A）経費支払い責任者かどうか（教員のみ） 

    レ点を入れること。 

 

 

  （B）経費支払い責任者の選択（学生のみ） 

    （A）にレ点を入れると本項目は消える。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 以下のメッセージが出るので、受信したメールのリンクをクリックして登録完了となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（A） 

（B） 
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1-3 アカウントの設定（所属、使用機器、パスワード、経費コード） 

①ログイン後、右上の名前を左クリックして、アカウントを選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②教員が直接、使用する装置があれば登録を行い、保存ボタンを押す。 
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③ 保存ボタンを押すと、保存しましたとメッセージが出る。要講習の装置を選択している場

合、自動で機器担当者にメールが送信されるので、機器担当者から講習会日程調整メール

が送られてくるのを待つ。受講後、装置予約が可能になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・昨年度などに既に受講を受けている機器については受講不要になる場合があるので、機器担当者か

らメール連絡がくるのを待つこと。 

 

 ・分析依頼のみの機器（JMS-700、有機微量分析計、FIB）については、使用装置登録は不要。 
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④ 経費情報の登録 

    校費以外の経費コードがあれば、3 つまで登録を行うことができる。 

 

 

 

 

 

 

  

重要 
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その２ 機器予約手順  
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２．機器予約手順 

 

２-1 予約画面へ 

各項目を入力し、確認画面ボタンを押す。装置によってはオプションを選択のこと。 

職員の指導を希望する場合は、『□職員からの指導を希望する』にレ点を入れること。 

備考欄は、担当職員に事前に伝えたいことなどを記入する。予約は２週間先までしかできない。 
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2-2 予約の確認と変更／削除 

予約リストは、装置予約終了まで予約一覧で確認することができる。予約の確認、変更およびキャ

ンセルはここから行うが、予約時間が過ぎるとキャンセルできなくなるため、使用しなかった場合は

職員へ消去の依頼を行うこと。 

 

＜予約一覧画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜予約変更画面＞ 
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その３ 分析依頼手順  
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３．分析依頼について 

以下の装置については、ユーザーが機器を利用するのではなく、作業依頼での対応のみとなる。 

 

・二重収束質量分析（MS） 

・有機微量元素分析 

・FIB加工 

 

 

これらについては職員への依頼作業となるため、分析依頼からそれぞれのシステムにログインして

依頼のこと（別システムの為、アカウントは別登録となる）。個々のシステムの利用方法については

担当者に確認のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●その他の分析依頼については HP の受託分析参照 

（https://iwa-kiki.ccrd.iwate-u.ac.jp/?page_id=38） 

 

  

 

 

 

https://iwa-kiki.ccrd.iwate-u.ac.jp/?page_id=38
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その４ 台帳入力について  
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４．台帳入力について 

 

4-1 アカウントへログイン 

機器利用後、ブラウザから自分のアカウントへログインする。 

 

4-2 予約データを選択 

台帳入力を選択すると、予約した機器リストが表示される。その中から台帳入力する予約の編集ボタン

を押す。 

 

 

4-3 台帳入力 

実際に利用した時間やオプションの再入力を行う。変更が無い場合はそのまま保存する。 

 

 

4-4  注意事項 

・予約と台帳入力は 1対 1 の関係にあるため、予約して機器利用を行わなかった場合は、予約を削除す

ること。 

・機器利用後、台帳入力を行わなければ装置予約から表示が消えないため、必ず行うこと。 

・台帳入力は一度行うと修正・削除が行えないため、必要な場合は機器担当者へ連絡すること。 
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4-3 実際の使用時間の入力 

実際に使用した時間が異なれば再入力し、オプションや外部共同研究先があれば選択し、確認画面への

ボタンを押す。 
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4-4 登録 

 内容に問題が無ければ登録ボタンを押す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜注意＞ 

・一度、登録を行うと修正ができないので、修正が必要な場合は装置担当者に相談すること。 

・予約～台帳まで行うことによってデータ処理完了となるため、予約して使用しなかった場合は速やか

に予約を削除すること。 
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その５ 利用料金 集計方法  

 

  

重要２ 
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５．利用料金 集計方法 

 

5-1 期間、装置等の選択 

 台帳データ集計をクリックし、集計ページに移動する。期間や装置を選択し、集計ボタンを押す。 
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5-2 経費コードの変更 

 集計ボタンを押すと使用した学生の利用台帳が表示されるので、経費コードを変更するものがあれば

の選択□（a）にレ点チェックを入れ、経費コード欄(b)から登録コードを変更し、必ず更新ボタン(ｃ)

を押す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校費コードの横にある□（ｄ）は全ての台帳が選択されるので、全て変更する場合は個々にチェックを

入れるとよい。 

 

 

 

 台帳データは、CSV形式でダウンロードすることができる。 

 

  

(a) 

(b) 

(c) (ｄ) 
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その６ その他  
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６．その他 

 

6-1 掲示板について 

  最新情報をクリックすると、装置状況などの掲示板サイトへ移動する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  タグやデバイスを選択することにより、必要な情報を呼び出すことができる。 
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６-2 アカウントの削除について 

  アカウントは一度登録すると、ユーザー本人は削除できません。削除が必要な場合は機器担当者に

直接言うか、ホームページのコンタクトフォームにて申請を行うこと。 

 

 

６-3 装置の土日、祝日、夜間利用について 

  装置の利用は基本的に平日 9：00～17：00までとなる。それ以外の時間帯での予約・利用について

は装置担当者へ事前に連絡し、了解を得ること。許可はホームページのコンタクトフォームで行う

か、直接連絡のこと。 

 

 ただし、NMRについては日常的に休日夜間の利用を可能とする。 

  

 

６-4 アカウントの有効期限について 

 教員の登録アカウントは基本的に退職まで継続となる。所属、職位、経費コード変更は自身で行って

ください。 

 

 

６-5 本システムに関しての問い合わせ先 

 不明な点や相談があれば、以下にメールもしくは電話で連絡のこと。 

 

  E-mail： kikinet@iwate-u.ac.jp 

Tel：019-621-6859（内線：6859） 

 

 

以上 

mailto:kikinet@iwate-u.ac.jp

